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日頃は、本県の

障がい福祉行政の

推進に、格別の御

理解、御協力を賜

り、厚くお礼申し

上げます。また、

貴会におかれまし

ては、身体障がいのある方の「自立」

と「社会参加」の促進をはじめ、本

県の福祉向上に多大なる貢献をいた

だいておりますことに、深く敬意を

表しますとともに、心から感謝申し

上げます。

　さて、平成２６年に、障がいに関

するあらゆる差別を禁止するととも

に必要な配慮の提供を求めた「障害

者の権利に関する条約」が批准され

てから、１０年後となる本年４月に、

改正された「障害を理由とする差別

の解消の推進に関する法律」が施行

され、事業者による合理的な配慮の

提供が義務化されました。

また、令和４年５月に施行された

「障害者による情報の取得及び利用

並びに意思疎通に係る施策の推進に

関する法律」では、障がい者が、社

会を構成する一員としてあらゆる分

野の活動に参加できるよう、必要と

する情報を十分に取得、利用し、円

滑な意思疎通を図るための基本事項

が定められるなど、近年、障がい者

施策に関する多くの関係法令等が成

立し、共生社会の実現に向けた環境

整備が進められております。

県におきましても、本年３月に、

「障がいのある人もない人も暮らし

やすい徳島づくり条例」の実施計画

として、令和６年度から令和１１年

度までの６年間を計画期間とする

「徳島県障がい者施策基本計画」を

策定し、「障がいの有無にかかわら

ず、全ての県民が互いに人格や個性

を尊重し、活躍できる徳島づくり」

を基本理念に掲げ、障がいのある方

が、地域社会で安心して、いきいき

と心豊かに暮らすことができる共生

社会の実現に向け、各種施策を総合

的かつ計画的に推進することとして

おります。

　とりわけ、障がいについての理解

を深め、障がいのある人に対する差

別や偏見を取り除き、コミュニケー

ションをとり支え合う活動を広める

「徳島県心のバリアフリー☆アンバ

サダー」を養成する、地域社会にお

ける「心のバリアフリー」の促進や、

障がいのある方が農林水産分野で活

躍することで、就労機会の確保や工

賃の向上を図り、自信や生きがいを

持って社会参画を実現していく「農

福連携」の取組の推進、また、令和

５年８月に設置した、「徳島県障が

い者ＩＣＴサポートセンター」にお

けるパソコンやスマートフォンをは

じめとしたＩＣＴスキルの向上に向

けた支援など、障がいのある方の自

立と更なる社会参加の促進に向けて

積極的に施策を推進しております。

　さらに、聴覚に障がいのある方と

ない方がお互いに人格や個性を尊重

し合い、活躍することのできる徳島

を実現するため、手話を必要とする

方にとって、思考、感情及びコミュ

ニケーションの基盤である手話言語

の理解促進とその普及推進を目的と

して、現在、「手話言語条例」の制

定に向けた検討を進めているところ

です。

　今後とも、これまで取り組んでき

た施策はもちろんのこと、障がい者

を取り巻く環境の変化や新たなニー

ズ、さらには災害等の有事の際にも

対応した各種施策を積極的に展開し

てまいりますので、皆様方におかれ

ましては、引き続き、本県の身体障が

い者福祉の充実に向け、御尽力いた

だきますようお願い申し上げます。

第68号

徳島県サウンドテーブルテニスクラブ新メンバー募集！

　小星園は、毎月、施設内行事を実施して
います。４月はピザ作り、５月はバーベ
キュー大会といった内容です。６月は、た
こ焼き大会を行いました。今年は、たこ焼
き行事にあわせて、家族会も開催しました。
コロナ禍で５年ぶりの家族会です。１２家
族１４名が参加してくれま
した。ご家族、入所者の皆
様のはじけるような笑顔が
とても印象的でした。

小星園だより小星園だより眉山園だより眉山園だより

第68号身障とくしま
発行人　　理事長　林 　 德太郎

社会福祉法人徳島県身体障害者連合会

社会参加推進
センターだより

令和 6年 4月号（第 67 号）に掲載しました次の記事におきまして、誤りがありました。

■2ページ「令和 5年度表彰者」受賞者市町村名　（正）　藤森千鶴子（美馬市）

（誤）　藤森千鶴子（吉野川市）

受賞者の皆さま並びに関係各位にご迷惑をお掛けしましたことを

お詫びするとともに、ここに訂正させていただきます。

２０２４.10 月号

令和５年度障害者サポートダイヤル実績

　開園当初から唯一作業を行っている印刷
科では各種印刷をはじめ、昨年度から UV プ
リンターを使用して、スマホケースやノベ
ルティグッズ等も製作しており、皆様にご
好評頂いております。是非ご注文下さい。

寄稿 /

5月 27日（月） 理事会

6月 24日（月） 評議員会・運営協議会

　　29日（土）ふれあいボウリング大会

7月 16日（火） 23日（火）30日（火）スマホ教室

8月 27日（火） ふれあい音楽会

9月 27日（金）第25回中・四国ブロック相談員研修会

11月 8日  （金） 第 48回中・四国ブロック福祉大会
(かがわ大会 )

11月28日  （木） 徳島県身体障害者相談員研修会
12月 5日  （木）ふれあい視察研修
12月 7日  （土）第43回障がい者の集い県民大会

第43回徳島県身体障害者福祉大会
12月 17日  （火）理事会
12月 26日 （木）評議員会・運営協議会
 1月 16日  （木）中・四国ブロック連絡会議
 3月 19日  （水）理事会

　この度、令和５

年度障害者自立更

生等厚生労働大臣

表彰受賞の栄誉に

あずかり、身に余

る光栄と感謝いた

しております。こ

の栄誉をいただいたことは、県内身

体障がい者皆様の代表として、いた

だいたものと存じます。これも一重

に徳島県身体障害者連合会、各市町

村身体障害者団体、会員の皆様をは

じめ、日々の事業や活動を支えてく

ださった方々によるお力添えの賜物

と厚く御礼申し上げます。

今回の受賞を機に、共生社会の実現

に向けて、微力ながら貢献できるよ

うに努力して参りたいと思いますの

で、今後とも皆様方の御指導、御鞭

撻をいただきますよう、お願い申し

上げます。

厚生労働大臣表彰を受賞して 徳島県身体障害者連合会　評議員
藍住町身体障害者会　　　会長 賀治　清

令和６年度
上半期事業報告

徳島県政策監補兼保健福祉部長　　  　森口　浩德ごあいさつ

編集・印刷 社会就労センターかもな
〒770-0045　徳島県徳島市南庄町 5 丁目 77-3　TEL088-632-1333　FAX088-632-0520

社会参加・余暇
660

就労支援
353

生活技術
345健康・医療

336

不安の解消
332

家族・人間
関係 323

福祉サービス147
障害や病状127

家計・経済 78

その他 25
権利擁護 2

保育・教育 1相談内容 件数
社会参加・余暇 660
就労⽀援 353
⽣活技術 345
健康・医療 336
不安の解消 332
家族・⼈間関係 323
福祉サービス 147
障害や病状 127
家計・経済 78
その他 25
権利擁護 2
保育・教育 1
専⾨相談 0

合 計 2,729

◎障害者サポートダイヤル
(身体に障がいのある人 )

☎088-631-6240
相談受付日：毎週月～金曜日

　（祝日をのぞく）
相談受付時間：9～ 17 時

◎弁護士による法律相談所
（要予約）

☎088-631-6266
相談受付日：毎月第４月曜日

　（祝日をのぞく）
　相談受付時間：15 時～

令和６年度
下半期事業予定

令和5年度の相談内容は、去年と同様、「社会参加」が最も多く、「就労」「⽣活技術」
「健康・医療」「家族・⼈間関係」も増加しました。
また、令和５年度は継続的な相談があったため全体的な件数も増えています。

サウンドテーブルテニスは、金属の入った卓球ボールをラバーの貼っていな
いラケットで音を頼りに打ち合うスポーツです。
　視覚障害者が集い、サウンドテーブルテニスを通して健康の保持増進と競技
能力の向上を目的に、年齢・性別を問わず楽しく活動しています。
見学・体験 随時受付中（未経験者募集）です。お気軽にお問い合わせください。

相談は無料です。お気軽にご相談
ください。あなたのプライバシーを
守ります

練習場所：徳島県立障がい者交流プラザ体育館またはサウンドテーブルテニス室

徳島県サウンドテーブルテニスクラブ　TEL0885-32-4422 担当／八百原

4.身障とくしま　社会参加推進センターだより 身障とくしま　社会参加推進センターだより.1



間との交流。など、積極的な活動を

展開してきました。

　今後とも、会員の輪 (和 )をはじ

め、家族 (協力 )を含めた "やりが

い "と "生きがい "を感じる組織と

して活動を続けたいと思っています。

　　

徳島県身体障害者連合会　　運営協議会委員
三好市身体障害者会 会長
徳島県網膜色素変性症協会　会長

勝浦町身体障害者会  副会長
公益社団法人日本オストミー協会 徳島県支部 事務局長   久しぶりのボウリング 玉置　守

　去る５月１９

日、徳島県網膜

色素変性症協会

の設立２０周年

記念大会が徳島

県立障がい者交

流プラザで、盛大に開催されました。

当協会は、網膜色素変性症という目

の難病患者が中心となって設立さ

れ、治療法の確立とQOLの向上を目

指して活動しています。式典では、

開会セレモニーとして、会員による

ハンドベルとオカリナの演奏が行わ

れました。目が不自由な中で耳で楽

譜を覚え、練習した成果をご披露し

てくれました。その後、主催者とし

ての私から、この病気で悩み苦しむ

患者のために引き続き心の支えとな

る組織として活動すると決意を述べ

ました。その後、県知事からの祝辞

が代読されるなど、３名の方から祝

辞を頂きました。県身連の林德太郎

理事長ほか多くの来賓が紹介されま

した。続いて「設立２０年のあゆみ」

が報告された後、記念講演として、

「とらわれマインドからの脱出」～

客観的視点からの気づき～と題して

パラリンピック柔道の金メダリスト

である藤本 聡氏による講演があり

盛会裡に終了いたしました。

藤井  修身

豪快にボウリング場に響き渡るピ

ンのはじける音、真剣さと笑いが交
差する和やかでとても楽しい「身体
障がい者ふれあいボウリング大会」
が６月２９日末広ボウリング場にて
参加者４４名で行われました。　
　久しぶりに投げる球は、少し重く
感じられましたがたくさんの笑顔に
２ゲームもあっという間でした。同
じレーンや隣のレーンの方ともお話

をしながらストライクやスペアが出
るとハイタッチや拍手をして盛り上
がりました。
　今回は、ノーガーターレーンでし
たので、ころがせば必ず得点になり
ました。また、腕の痛い方は両手で
も大丈夫、スロープの器具に球を乗
せて押してころがすこともでき、ど
なたでもゲームに参加することがで
きました。昔取った杵づかでしょう

か、とてもうまい方はやはり高得点
が出たようです。優勝から 3 位まで
は豪華商品、その他の参加者にも参
加賞がありました。
　障がい者は、部位によっていろい
ろな苦労がありますが、この大会は
どんな方でも参加できる楽しいス
ポーツです。いろいろな方とお話が
でき、有意義な時間を過ごさせてい
ただきありがとうございました。　

設立２０周年を祝う

私は９２歳、全盲のため日常生活は

不自由なことが多いながらも、それな

りに充実した 1 人暮らしを満喫中です。

その理由は、親族・友達・知人等私に

関わってくれる人達に支えられている

からです。私は小松島市で６人兄弟の

長女として生まれ、６０年余りマッサ

ージ師として一生懸命働きました。ま

た、昭和４０年から小松島市身体障害

者連合会に入会し活動しています。

　長生きすると、男兄弟が３人天国へ

旅立ち、３姉妹が健在で「女三人寄れ

ば姦しい」状態のため些細なことでよ

く口喧嘩もしますが、楽しく過ごして

います。そういった中で、「あなたの宝

物は何」と問われた際のベストアンサ

ーは、「周りの人達の思いやりと真心」

です。そんなことから私をサポートし

てくれる人達のお陰で寂しい時が殆ど

なく、毎日あっという間に過ぎていき

ます。最後になりますが、私の宝物で

ある「周りの人達の思いやりと真心」

に感謝し、残された人生を前向きに生

きていきたいと考えています。

私の宝物私の宝物

小松島市身体障害者連合会

副会長 河野 トミエ

　鳥取県で初めて「手話言語条例」

が制定されて、１１年が経過しまし

た。現在では、全国５４０自治体に

まで広がりました。徳島県でも２０

１６年「第６４回全国ろうあ者大会

ｉｎ徳島」の開催にあたり、県に手

話言語条例の制定を要望しましたが

ダメでした。代わりに「障がいのあ

る人もない人も暮らしやすい徳島づ

くり条例」が２０１６年４月１日に

施行されました。県も障がい者の権

利擁護の推進や地域における共生

社会の実現を目指して様々な施策を

展開していますが、私たちの求めた

内容とは違うと感じて、すごくがっ

かりしました。ところが今年、県議

会６月定例会で後藤田知事は、「手

話言語条例」の制定を目指す考えを

示したとテレビのニュースが報じて

いたのを見て、びっくりしたのと同

時に、気持ちがワクワクしました。

手話言語を通して、共生社会を実

現をするために、すべての人が理解

し、行動を変えていくことが重要で

す。手話言語を使うろう者の人権が、

聞こえる人と同じように尊重される

ことが大切です。音声言語を身につ

けた人がコミュニケーション手段と

して、手話言語を使うことも大切な

ことです。聞こえにくくなった人は、

補聴器・人工内耳とともに視覚的方

法も必要であり、手話言語のメリッ

トを生かして確実で豊かなコミュニ

ケーションをすることができます。

また、聞こえる人たちにとっても、

言語の一つとして手話言語を学び、

聞こえない・聞こえにくい人たちと

共に生きることを学ぶことは大きな

意義があります。「手話で言語があ

る　手話で命がある　手話で生きが

いがある」。無いと私たちは生きる

こともできません。  「手話言語条

例」の制定実現に向けて、皆様のご

理解とご協力を心からお願いしま

す。

　昭和４８年６月に発足した「阿波

喉友会」は、喉頭がんの発病により

摘出術を受け失声し、言語障害を持

った者の集まりです。約５１年を経

過して現在に至り、会員数も現在で

は１９名となり、会の運営や活動が

活況を呈し、会員相互が和気合々に

交流、親睦が図られています。

　令和５年度は、新型コロナウィル

ス感染症の緩和措置により、①新規

会員獲得のため、県内主要５病院に

「本会入会の紹介」についての協力

依頼を実施。②毎週金曜日に発声練

習を実施し、年間３８回、延べ５４

５人が参加し、新規会員にはマン

ツーマンでの発声指導を実施。③

中・四国地区の研修会、同ブロック

会議などへの積極的な参加。④会員

及び家族による忘年会・食事会を実

施し、親睦交流の深化。⑤会員の平

均年齢が７４歳と高齢化が進む中、

機関誌等情報資料の活用や他県の仲

髙田 圭久活動報告 阿波喉友会  会長 

身体障害者手帳の所持者数

視覚障害 聴覚平衡 ⾳声⾔語等 肢体不⾃由 内部障害 合計

⼈数 2,941⼈ 5,048⼈ 322⼈ 19,749⼈ 10,284⼈ 38,344⼈

構成⽐ 7.67% 13.17% 0.84% 51.50% 26.82% 100.00%

⼈数 2,206⼈ 3,991⼈ 303⼈ 13,990⼈ 10,540⼈ 31,030⼈

構成⽐ 7.11% 12.86% 0.98% 45.00% 33.97% 100.00%

75.01% 79.06% 94.10% 70.84% 102.49% 80.93%

障害別

H27.3.31現在

R6.3.31現在

対H27年⽐

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 合計

⼈数 12,760⼈ 5,743⼈ 5,482⼈ 8,634⼈ 2,396⼈ 3,329⼈ 38,344⼈

構成⽐ 33.28% 14.98% 14.30% 22.52% 6.25% 8.68% 100.00%

⼈数 11,319⼈ 4,228⼈ 4,112⼈ 7,209⼈ 1,693⼈ 2,469⼈ 31,030⼈

構成⽐ 36.48% 13.63% 13.25% 23.23% 5.46% 7.96% 100.00%

等級別

H27.3.31現在

R6.3.31現在

18歳未満 18〜64歳 65歳以上 合計

⼈数 446⼈ 9,374⼈ 28,524⼈ 38,344⼈

構成⽐ 1.16% 24.45% 74.39% 100.00%

⼈数 318⼈ 6,553⼈ 24,159⼈ 31,030⼈

構成⽐ 1.02% 21.12% 77.86% 100.00%

H27.3.31現在

R6.3.31現在

年齢別
注2.障害別⼿帳所持者数の構成⽐について
 10年前に⽐べると、肢体不⾃由は半数超の51.5％が
45.1％と⼤きく減少し、視覚障害は7.7％が7.1％と聴覚平
衡は13.2％が12.9％とそれぞれ減少しているが、その幅は
それ程⼤きくはない。逆に内部障害は、26.8％が34.0％と
⼤きく増加している。

注1.障害別⼿帳所持者数について
 10年前に⽐べると、肢体不⾃由は
70.8％、視覚障害は75.0％、聴覚平衡
は79.1％と⼤きく減少しているが、内
部障害については102.5％と逆に増加
している。

2.身障とくしま　社会参加推進センターだより 身障とくしま　社会参加推進センターだより.3

※身障とくしまでは、毎号地域で行われている活動をご紹介しています。ぜひ、皆様の活動をお寄せください。

手話言語条例の制定に向けて 徳島県身体障害者連合会  理事
特定非営利活動法人徳島県聴覚障害者福祉協会   理事長 平   光江


